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新型コロナウイルス感染症拡大により、母国での待機を余儀なくされていた

2020年度および2021年度の西日本国際教育学院への入学予定者の入国が

2022年3月末から再開し、段階的に留学生を迎え入れています。8月31日（水）

現在、8ヵ国（ネパール、ミャンマー、ベトナム、スリランカ、中国、バングラデ

シュ、ウズベキスタン、インド）から612名の留学生が入国し、待望の留学生活

をスタートさせています。

西日本国際教育学院では、新入生に対してきめ細かい説明と対応を行い、

日本での生活に関する心配や不安を払拭し、学習に専念できるよう取り組ん

でいます。具体的には、留学生の入国前から、国際募集課職員が中心となっ

て現地の仲介エージェントと密に連携を図り、一人ひとりの入国スケジュール

などを確認しています。入国後には、職員が主に福岡空港（国内線および国際

線）まで赴いて留学生を出迎えて歓迎し、必要事項の説明等を行った後、学校

のマイクロバスにて待機施設や学生寮へと送り届けています。

厚生労働省の水際対策に係る措置に沿った対応を順守するとともに、待機

施設ではインターネットを活用したオンラインで授業開始前のオリエンテーショ

ンを実施し、留学生たちが安心・安全に生活できるよう努めています。

また、留学生が快適に過ごし、勉学に専念できる環境づくりにも取り組んでい

ます。日本での生活に慣れるため、新入生が約半年間を過ごすシリウス会館

（学生寮）では、快適にインターネットを利用できるよう全館Wi-Fi環境を整備済

みで、設備内部の改装も進めています。また、高木寮（学生寮）でも、各部屋の

改装のほか、食堂やシャワー室、コインランドリーなどの生活に必要な環境整

備も進めており、留学生が不安なく快適に過ごせるよう取り組んでいます。

加えて、スムーズな留学生活のスタートを支援するため、学生寮（シリウス会

館、高木寮）と学校の間の移動を職員が引率する登下校支援や、自転車運転

のルールやマナーなど教える交通安全指導を行っています。また、国際貢献

専門大学校のボランティア学生の協力も得ながら、日常生活における各種手

続き（住民登録、健康保険、国民年金、銀行口座開設等）についても、新入生

に寄り添った支援を行っています。

生活環境整備と生活支援の両面で留学生をサポートし、学業に専念できる

環境を構築するとともに、それぞれの夢の実現に向けて、快適な学生生活を

送れるよう努めています。

2022年6月12日（日）、「福岡の河川・池・公園・町をきれいにしよう！」という

趣旨で、自治協議会の環境・健康推進事業部が主催するラブアース・クリーン

アップ（地域清掃活動）に参加しました。前回の地域清掃は2019年6月で、今回

3年ぶりの開催となりました（2020年度、2021年度は、コロナ禍のため地域清掃

は中止され、その間は教職員のみで寮施設の清掃を実施）。

町内会長からは最大15名程の参加人数を依頼されていましたが、当日は嬉

しい誤算があり、27名の学生と4名の職員が清掃活動にボランティア参加しま

した。集合場所の高木公園から那珂川河川敷の沿道を下り、高木寮とその周

辺団地を移動しながらゴール場所の高木北公園まで雑草取りやゴミ拾いを1時

間ほどかけて行いました。

ボランティアで参加してくれたグェン ティ ティさんとブ ティ ゴック アンさん（と

もにベトナム出身）は、「楽しかった。みんな親切でした」と、笑顔で話してくれま

した。また、アチャリア ラジ クマルさん（ネパール出身）は、「落ち葉がたくさん

高木地区ラブアース 清掃活動で地域に貢献

あったけど、全部きれいに取りました」と、自慢げに話してくれました。

清掃活動終了後、町内会長は、「みなさんのおかげで町内が見違えるほど

綺麗になりました。また若い力のおかげで早く作業が終わりました。コロナで学

生たちが一時期はいなかったが、今はとても賑やかな声が聞こえ、今後もまた

楽しくなりそうです」と、嬉しそうに感想を話されました。

水際対策緩和後に入国して間もない時期ですが、学生たちは日本での勉強

や生活に慣れるだけでなく、地域の方々とも積極的に交流しようと頑張ってい

ます。今後も、宮田学園は留学生と日本人が共生共存できる良好な関係づくり

に貢献できるよう努めてまいります。

▲休日の清掃活動で汗を流した新入生と職員▲地域の方々と連携して清掃▲川沿いの沿道をきれいに ▲みんなで雑草刈り

2022年度新入生612名が入国 教職員・学生が一体となって生活をサポート

▲待望の留学生活をスタートさせた皆さん
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西日本国際教育学院

西日本国際教育学院では、入学前の新入生に対して、のべ2日間のスケ

ジュールで全体オリエンテーションを実施しています。スムーズかつ充実した

留学生活を送れるよう、留学生としての心構えや日本での生活に必要なルー

ル・マナー、学校の規則や勉強への取り組み方等を徹底しています。入国後、

間もない時期でもあるため、日本語での説明の後に留学生の母国語または英

語でも通訳し、一人ひとりの理解度の向上を図っています。

取得に向けた激励が行われています。

荒井常務理事からは、日本に留学した目的を一人ひとりに再認識させるとと

もに、目標達成までのステップや系列校の国際貢献専門大学校の概要・特長、

就職率の高さなどを訴求し、一人ひとりの目標達成をサポートするための仕組

みについて解説されています。

新入生へのオリエンテーションを実施 スムーズかつ充実した留学生活を支援

日本の七夕への理解を深める七夕行事を、2022年6月27日（月）から7月7日

（木）までの期間、西日本国際教育学院において実施しました。

6月27日（月）から7月1日（金）には、1年生および2年生の授業の中で、七夕

物語のビデオや資料などで、七夕について事前学習を行いました。併せて、学

生一人ひとりが短冊にそれぞれの願いをしたためました。

7月4日（月）から6日（水）の3日間は「七夕まつり」と称して、クラスごとに各

七夕まつりで総勢584名が短冊に願いを込める
自の願いを込めた短冊を、西日本国際教育学院の1階（玄関、食堂）に設置し

た笹に飾り付けました。期間中、総勢584名（1年生500名、2年生84名）の学生

が参加し、「N4に合格できますように」「日本語が上手になりますように」といっ

た学習に関する願いや、「母国の家族が元気でいますように」「家族と日本で

旅行に行けますように」といった家族に関する願いを込めていました。

7月7日（木）には、教職員と教育実習生（九州産業大学、国際貢献専門大学

2022年度教育実習を実施（九州産業大学・国際貢献専門大学校）

▲思いを込めてと短冊をくくる ▲みんなの願いが叶いますように

初日のカリキュラムは、宮田学院長をはじめ野

田副学院長、荒井常務理事、学生指導課からの

講話を中心に、日本での生活や学校のルール、

勉強への取り組み方、目標達成に向けたステッ

プ等についての徹底と、意識高揚が図られてい

ます。

宮田学院長は、ようやく入国できた留学生たち

を温かく歓迎されるとともに、留学生としての自覚を持つよう徹底されています。

また、慣れない日本での生活の不安を和らげるべく、「家族のように頼ってきて

ほしい」との言葉も贈られ、日本で生活する上で重要となる「あ・い・さ・つ」（あ

かるく、いつでも、さきに、つづける）について、板書も交えながら、留学生に分

かりやすく説明されています。

続いて、野田副学院長からは、勉強への取り組

み方や出席率の重要性が徹底されるとともに、外

国語学習者の4技能（聞く・話す・読む・書く）の能

力や修得状況を評価するために用いられるCEFR

（Common European Framework of Reference for

Languages）や日本語能力試験（JLPT：Japan-

Language Proficiency Test）の概要説明と、資格

学生指導課からは、自転車運転のルール・マ

ナーや交通安全の徹底、学校規則の順守など

の徹底が図られています。

2日目のカリキュラムは、川副専務理事をはじ

め学生管理課、教務課、学生支援課からの話

を中心に、留学生の心構えや日本の社会保険、

健康管理、アルバイト等に関する徹底が図られています。

川副専務理事からは、留学生としての心構えや、夢や目標を持つことの重要

性を中心に徹底されています。特に、今後のライフステージをもとに、一人ひと

りがどのような目標を持つのかをしっかりと考えるよう促し、学園としてその実

現に向けたサポートを進めていく旨についても説明がなされています。

また、学生管理課からは、国民健康保険や住民税、国民年金などの社会保

障の内容と支払い等について説明が行われ、教務課からはビザ更新や健康

管理、ゴミの出し方など、生活において必要な事項について徹底されています。

学生支援課からは、アルバイトを行う目的やルールの確認、オーバーワーク

の禁止などについて徹底が図られています。

西日本国際教育学院では、留学生が日本の生活にいち早く慣れ、充実した

学生生活を送れるよう、今後も継続して適時適切に入学前のオリエンテーショ

ンを実施してまいります。また、授業前のホームルームでも繰り返し周知し、学

生への徹底、行動につなげてまいります。

▲宮田学院長は、留学生としての
自覚を持つよう徹底

▲学習方法や資格について説明す
る野田副学院長

▲真剣に耳を傾ける学生たち

▲修了証を手にする

九産大の実習生

▲学生たちに分かりやすく説明

校）が浴衣や甚平をまとって、

授業や業務を行いました。

七夕の雰囲気を盛り上げ

ると同時に、学生たちは、日

本文化についても学びまし

た。
▲浴衣や甚平姿で記念撮影

2022年7月4日（月）から15日（金）までの2週間、西日本国際教育学院におい

て、九州産業大学（九産大）国際文化学部3年生（7/4-8）および国際貢献専門

大学校（貢献）グローバルキャリア日本語教師養成学科4年生（7/4-15）の教

育実習を実施しました。

宮田学園では、日本語教育の発展、地域への

貢献に向けて、九産大からの教育実習の受け入

れを以前から継続して実施しています。今年度

は、九産大と貢献の教育実習のタイミングが一

定期間、重なることから、前半の1週間（7/4～8）

は、九産大の学生3名と貢

献の学生4名が一緒に実習し、後半の1週間（7/11～15）

は、貢献の学生4名が実習を行いました。

実習期間中は、各実習生に指導担当者および実習担

当者がつく形で、ショートホームルーム（SHR）や登校・駐

輪指導、教案作成指導、授業（実習）、評価などを実施。

初日（7/4）は、実習生が教員とともに学生の登校指導の

ほか、SHRや授業の見学、教案・教材の作成などを行い

ました。2日目からは、教師の前で行う模擬授業を

行い、3日目からは担当クラスでの実習（授業）を

通じて、実際の教育現場での授業を経験しました。

5日目（7/8）の実習終了後には、九産大の実習生

に対する修了式が行われ、九産大の実習生全員

に修了証が授与されました。

▲2週間の教育実習を修了

▲実習経験を今後に生かす

また、7月11日（月）からは、貢献の学生4名を対象とした実習がスタートしま

した。実習生たちは、これまでの3年余り、日本語の文法・文字・語彙をはじめ、

日本文化・国際社会・言語教育・教育心理学など幅広く学んできました。実習

では、その成果をいかんなく発揮し、学生たちにも分かりやすく授業を進めて

いました。最終日の7月15日（金）の実習終

了後には修了式が行われ、宮田学長から実

習生一人ひとりに修了証が授与されました。

今回の教育実習が、実習生一人ひとりに

とって有意義な実習となり、日本語の指導者

が一人でも多く誕生することを切に願ってい

ます。
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国際貢献専門大学校
2022年度 就職内定者の声

夢の実現に向け、日本語能力N1・N2資格を持つ留学生3名が入学

国際貢献専門大学校では、初めて、日本語能力N1・N2資格を保有し、海外

から直接入学を希望する3名の留学生（ベトナム2名、ミャンマー1名）を迎え、

2022年7月、ITビジネス学科ITビジネスコース（2年制）に2名、同学科ホテル・

観光サービスコース（2年制）に1名が入学しました。

ITビジネスコース（2年制）に入学し、N1資格を持つトゥ トゥ ニェインさん

（ミャンマー）は、母国の大学で日本語を学んだ後、通訳や日本語教師の仕事

に従事。日本のIT技術やビジネス能力、社会文化、考え方などを身につけた

いとの思いから、本校を志望しました。卒業後は、ミャンマーの優秀なエンジニ

ア人材を日本に紹介する懸け橋になりたいとの夢を語っています。

同じくITビジネスコース（2年制）で、N2資格を持つファム ティ フォン ニュン

さん（ベトナム）は、2014年から3年間、日本での技能実習生としての活動を通

じて、日本の最新テクノロジーなどに触れ、様々なスキルを学びました。母国

のスマート農業をリーズナブルに実現するために、ITを学びたいとの強い思い

を持ち本校への入学を志望。将来的には、ベトナムの農業に応用できる製品

就職に向けた資格取得へ、各種試験にチャレンジ

日程 試験 受験者数

7/3(日) 日本語能力試験
299名

（N1:24名、N2:115名、N3:151名、N4:9名）
[1年:29名、2年:249名、3年:11名、4年:10名]

7/16(土)

グローバル人材
ビジネス実務検定

249名 [2年生]

（3級69名、4級:180名）

文章入力スピード認
定試験

29名 [1年生]

7/19(火)
7/20(水)

情報処理技能検定
（表計算）

160名 [2年生]

（準2級:2名、3級:158名）

国際貢献専門大学校では、語学力・コミュニケーション力に加え、ビジネスス

キル・マナー向上の教育を行い、学生の就職活動に役立つ資格取得を支援し

ています。2022年7月の試験に向けた対策授業も行い、学生は資格取得に向

けて、各種試験にチャレンジしています。

2022年7月3日（日）には、外部会場で日本語能力試験（JLPT）が行われまし

たが、それに先立ち、5月9日（月）から7月1日（金）まで、1・2年生に対してレベ

ル別に語彙・文法・読解などの対策授業や模擬試験も実施し、日本語能力向

上を支援してきました。試験当日は、299名(N1:24名、N2:115名、N3:151名、

N4:9名)が受験し、資格取得に向けて全力で取り組みました（系列の西日本国

際教育学院からは、51名[N1:1名、N2:1名、N3:36名、N4:13名]が受験）。

ダハル ロジャン さん （ネパール）

【内定先】 株式会社チャネルティ（外食業）

Q1. 内定を受けた時の率直な気持ちをお聞かせください。

A1. とても嬉しく感じました。早く働きたいと思っています。

Q2. これまで、特に力を入れてきたことはなんですか？

A2. 日本のおもてなしの勉強と、日本語の学習です。

Q3. 就職活動中に感じたこと、苦労などはありますか？

A3. 積極的に活動していたので、あまりつらかったとは感じていません。

Q4. 今後の目標をお教えください。

A4. 将来（5～10年後）は、自分で会社をつくれるように頑張ります。

Q5. 就職活動を進める学生へのアドバイスをお願いします。

A5. まず、真面目に学校に来て、授業を真剣に受けることです。

また、学校にくる求人票をしっかり見て、先生にいろいろと質問するよう

にしてください。

イン モン アウン さん （ミャンマー）

【内定先】 アパホテル株式会社（宿泊業）

Q1. 内定を受けた時の率直な気持ちをお聞かせください。

A1. とても嬉しかったです。夢を叶えるための第一歩です。

Q2. これまで、特に力を入れてきたことはなんですか？

A2. N2に合格するために、毎日授業の予習と復習を繰り返し実行しました。

Q3. 就職活動中に感じたこと、苦労などはありますか？

A3. 自己PRが一番苦労しました。面接の前は、何回も練習しました。

Q4. 今後の目標をお教えください。

A4. 日本国内外のお客様に対して「おもてなしの気持ち」で接客し、周りから

認められるように一生懸命に仕事をします。日本で永住資格が取れるま

で働き続けるつもりです。

Q5. 就職活動を進める学生へのアドバイスをお願いします。

A5. 就職活動について勉強し、学生自身が緊張感をもって積極的に行動す

ることが大切。先生のアドバイスをよく聞き、早く内定を獲得してください。

就職に内定した学生の喜びの声と活動中の想い、今後の目標などについてうかがいました。

2Qクラス

7月16日（土）には、「グローバル人材ビジネス実務検定（G検）」と「文書入力

スピード認定試験」が、国際貢献専門大学校（大橋キャンパス）にて実施され

ました。G検には249名、文章入力スピード認定試験には29名が受験し、日頃

の学習の成果を発揮しました。

また、7月19日（火）から20日（水）には、情報処理技能検定（表計算）が実施

され、160名が受験しています。結果発表は、9月の予定です。

▲グローバル人材ビジネス実務検定（3級） ▲文書入力スピード認定試験

を作れるようになりたいと語っています。

ホテル・観光サービスコース（2年制）に入学し、N2資格を持つグエン ティ タ

オさん（ベトナム）は、2016年から3年間、技能実習生として仕事をしながら、日

本語の勉強を進めてきました。ベトナムへ帰国後、縫製会社に勤務するかた

わら、将来を見据え、本校へ進学することを決意。日本の文化や観光について

学び、ツアーガイドとして経験を積み、知識を蓄えた後、帰国して起業すること

を目指しています。

留学生一人ひとり

が、国際貢献専門大

学校での学習、日本

での生活を通じて、そ

れぞれの目標を達成

し、社会で活躍される

ことを期待しています。
▲左から、トゥ トゥ ニェインさん、ファム ティ フォン ニュンさん、
グエン ティ タオさん

2Gクラス
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3年ぶりに開催された「第61回 博多どんたく港まつり（2022年5月3日～4日）」

に、国際貢献専門大学校と西日本国際教育学院の学生が参加しました。 会

期中は好天に恵まれ、参加した学生は思い思いに福岡伝統の祭りを楽しんで

いました。

2021年度卒業生就職状況
（2022年8月31日現在）

内定取得率：94%

就職希望者：247名
内定取得者：233名
ビザ許可者：143名

就職活動支援

就職専任スタッフを中心に、学生一人ひとりの

将来を考えながら就職をサポートしています。

企業説明会の開催や、新規企業開拓等を通

じて、内定取得を促進しています。「ビザ許可

者」は、過去最多の勢いで推移しています。

風通しの良い職場環境に向けて、全体朝礼を進化

「第61回 博多どんたく港まつり」に3年ぶりに参加

JR博多駅前早朝清掃を継続

5月4日（水）には、西日本国際教育学院の2年生85名が教職員とともに、どん

たく隊としてパレードに参加しました。西日本国際教育学院の横断幕を先頭に、

宮田学園では、毎月8日に行われるJR博多駅周辺の早朝清

掃活動に、地域の方々と一緒に取り組んでいます。この活動は、

コロナ禍においても継続しており、2022年7月8日（金）にも学生

と教職員合わせて17名が参加しました。

清掃開始前には、初参加者の自己紹介やJR博多駅長の挨拶

などが行われ、その後はおのおの約1時間、JR博多駅周辺を清

掃しました。当日は天気にも恵まれ、参加者は蒸し暑さの中にも、

清掃活動を通じたすがすがしさも感じていたようでした。

毎週月曜日の8:15から8:30まで実施している全体朝礼の内容

を改善し、2022年7月25日（月）から、全ての教職員が自由に報

告・発言できる場へと進化させています。

2022年度は、特に、職場環境の改善と教職員の意識改革に

向けた取り組みを進めています。風通しの良い明るい職場環

境づくりと、コンプライアンス意識の向上を目的に、全体朝礼の

見直しを行うことで、学園業務の活性化、円滑化を目指してい

ます。

具体的には、部門からの連絡事項、質疑応答に加え、新たに

毎回3名がショートスピーチ（一人1分程度）を実施するようにし

ました。ショートスピーチでは、各々の自己紹介に加え、「職場

環境改善」や「コンプライアンス意識向上」に関わるテーマにつ

いて、自由に考えや意見を述べるようにしています。教職員の

人となりや役割、多様な視点での意見、考えに触れることで、

一人ひとりへの理解を深めるとともに、職場間の活性化や業務

の円滑化につなげてまいります。

5月3日（火）には、国際貢献専門大学校のダンス

チーム「Kouken’s」のネパール学生15名が、お祭

り本舞台（福岡市役所西側ふれあい広場）に登場

しました。出番の前半には、「勇気 100% （光

GENJI）」の曲に合わせたオリジナルダンスで元気

溢れる姿をアピール。後半は、ネパールの曲「パ

スチム コーヒー プール ワガル」に合わせた民族

舞踊を披露し、エキゾチックな雰囲気で会場を大いに盛り上げました。

「マツケンサンバ」の曲に合わせて土居町（スター

ト）から天神中央公園（ゴール）まで、大勢の観客

に見守られながら練り

歩きました。学生全員が

初めてとなる祭りの雰

囲気を満喫していました。

宮田学園では引き続き、地域社会への貢献とさら

なる活性化に向けて、地域との交流や各種イベント

に積極的に参加してまいります。
▲披露するダンスの内容を紹介

▲ネパールの民族舞踊を披露 ▲練習の成果を発揮しました（中央は宮田学長） ▲ゴールの天神中央公園で記念撮影

▲浴衣、民族衣装で祭りを彩る

▲曲に合わせて盛り上がる

▲全体朝礼をオンラインで実施

▲職員によるショートスピーチ

外国人留学生学習奨励費の受給者決定

独立行政法人 日本学生支援機構（JASSO）の「留学生受け入れ促進プログラム」による、2022年度外国人

留学生学習奨励費（12ヵ月）の受給者が決定しました。

西日本国際教育学院からは、前年度の出席率や成績などが優秀と認められた2年生5名が選ばれました。

受給者の一人ズーン トゥアン リンさん（ベトナム）は、「学習奨励費は、困っていた私にとって大切なもので

す。おかげで、勉強する時間も増やせるようになりました。これからももっと頑張ります」と語っていました。5

名には2023年3月までの1年間、一人当たり毎月30,000円の学習奨励費が支給されます。

また、国際貢献専門大学校からは、「日本留学海外拠点連携推進事業特別枠」に今年度、本校へ留学す

るために同事業を活用した1年生1名と、「職業実践専門課程特別枠」に出席率や成績、人物ともに優秀と認

2022年度学習奨励費受給者

西
日
本

・2-1 ズーン トゥアン リン （ベトナム）
・2-1 ド クォック カン （ベトナム）
・2-2 グエン フーン ラン （ベトナム）
・2-2 バン チョン ホアン （ベトナム）
・2-2 カウン ナイ ライン （ミャンマー）

貢
献

・1A トゥ トゥ ニェイン （ミャンマー）
・4F カラナカ アラッチゲ

ディラン サンダヌワン （スリランカ）

められた4年生1名が選ばれました。受給者の4年生カラナ

カ アラッチゲ ディラン サンダヌワンさん（スリランカ）は、

「母国のことを考えると不安はありますが、学習奨励費の

おかげで生活費の心配なく勉強に取り組むことができ、と

ても助かっています」と述べていました。対象者2名には、

一人当たり毎月48,000円の学習奨励費が支給されます。

受給対象者となった7名が、学習奨励費を有意義に活用

し、日本留学の目的を達成するとともに、今後の夢がさら

に広がることを期待しています。

▲初参加者による自己紹介 ▲清掃活動で地域貢献

今後も引き続き、地域の方々とともに、地

元に貢献できる活動を積極的に進め、学生

のボランティア

意識の向上に

努めてまいり

ます。


